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１．CXに対する課題意識・取組状況等に係るアンケート

【全調査対象者・属性】

2

〇職業

n＝298

※2024年6月10日（月）開催／CXシンポジウムへの参加登録者（298名）を対象



１．CXに対する課題意識・取組状況等に係るアンケート
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n＝298

〇所属部署



１．CXに対する課題意識・取組状況等に係るアンケート
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n＝298

〇役職



１．CXに対する課題意識・取組状況等に係るアンケート
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〇従業員規模

n＝298



１．CXに対する課題意識・取組状況等に係るアンケート

【CXに対する課題意識・取組状況のアンケート回答】
※2024年6月10日（月）開催／CXシンポジウムへの参加登録者（298名）を対象
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〇CX（企業グループの組織設計やコーポレートファンクション

の改革）の認知度

n＝298



１．CXに対する課題意識・取組状況等に係るアンケート
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n＝298

〇所属組織において、CXの取組が実施されているか





１．CXに対する課題意識・取組状況等に係るアンケート
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〇取組がある場合、いつ頃取組を開始したか

n＝129



１．CXに対する課題意識・取組状況等に係るアンケート
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n＝298

〇日本企業のCXは、特にどの領域に注力すべきか



１．CXに対する課題意識・取組状況等に係るアンケート
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〇コーポレートファンクションの中で、最も関心がある分野はどれか

n＝298



２．CXが進んでいる企業のインタビュー概要
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-インタビュー対象 -

 A社 事業会社、食品

 B社 事業会社、エレクトロニクス

 C社 事業会社、素材

- インタビュー事項概要 -

 CXを進めた背景は何か。またどのように取組を進めたのか。

 日本的経営とグローバル企業で実施されている経営の違い
は何か。

 欧米企業のプラクティスをどのように日本の仕組みに活か
すことができるか。

 コーポレートが本来の役割を果たす上で、企業の組織設計
や、CxOの権限設計、役割分担をどのように実施すべきか。



２．CXが進んでいる企業のインタビュー概要
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- インタビュー結果 -

 程度の差はあるが、グローバルカンパニーが近年採り入れ
ているのは、マトリックス型の組織構造である。部門ごと
にレポートラインを1本にしていると、複数のラインの束ね
となり、シナジーが生まれない。

 PMIを実施する目的を見据えることが重要。M&Aをした企

業とはビジネスモデルが違うので、ただ押し付けてしまう
と失敗する。

 コーポレートが本来の役割を果たす上で、CxOを頂点とし

た組織がそれぞれあり、その組織のスタッフが彼らを支え
るのが本来的な構造。日本はCEOの文化が未成熟であり、

それを経営企画が支えている状況。経営企画の存在が大き
いうちは、日本企業の経営は成熟しないのではないか。

 日本の人事はオペレーションとして捉えられてきた。オペ
レーショナル・エクセレンスを高める観点で、日本型人事
システムは良かったかもしれないが、人事戦略が求められ
る現状においては、日本の従来のやり方で戦略にまで高め
るのは難しいだろう。

 ジョブ型の導入のためには、ジョブグレードをグローバル
で合わせる必要がある。

 年功序列やメンバーシップ型が良くないというわけではな
く、ジョブ型の導入だけですべて解決するというわけでも
ない。人事を戦略の域まで高めることが必要。



２．CXが進んでいる企業のインタビュー概要
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 CXを進め、人事を戦略にまで高めるためにも、権限移譲が

必要。意思決定のスピード感が求められる。キャリアの決
定権も個人に移譲すべきではないか。

 若手のうちに子会社等の社長を経験することが育成のポイ
ント。早くから責任を持ち、自らがリーダーとしてどう振
る舞うべきかを悩み、苦労することが人を育てるのではな
いか。

 サクセッションプランニングを策定する上で、上位のポジ
ションになるほど、色々なことを知っておく必要があるた
め、何を経験させておくかが重要になり、経験要件が難し
くなる。有望な人材には計画的に複数のポジションを経験
させる。若いうちから取り組むことが重要。



３．CXシンポジウム開催概要

【名称】CX Symposium
〜グローバル競争時代に求められるコーポレート・トランスフォーメーション〜

【開催日時】2024年6月10日（月）13:00-17:30

【会場】ソラシティカンファレンスセンター
〒101-0062
東京都千代田区神田駿河台4-6   

【主催】経済産業省

【協力】Forbes JAPAN（リンクタイズ株式会社）

【開催形式】リアルのみ

【参加費】無料

- 概要 -

この15年ほどの間に製造業を中心とした日本企業のグローバル化は急速に拡大し、その結

果、収益は過去最高を更新する一方で、日本を中心とした従来型の経営はその変化に追い
つけていないのではないか。
そのような問題意識から、経済産業省は昨年12月に「グローバル競争力強化に向けたCX※
研究会」を立ち上げました。

本シンポジウムでは、製造業を中心とした企業のグローバル競争環境を巡る現状と課題、
CXを通じて目指すべき姿について考えます。

経営層、コーポレート部門、事業部門などさまざまな立場から企業を変えたい、変えなけ
ればならないと考えている皆さんに、是非ご参加いただければと思います。

※CX：コーポレート・トランスフォーメーション

参加登録者：298名
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３．CXシンポジウム開催概要
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【当日のプログラム】

登壇者内容タイムライン

＜ビデオメッセージ＞

経済産業大臣：齋藤 健 氏
開会挨拶13:00-13:10

早稲田大学大学院 経営管理研究科、早稲田大学ビジネススクール教授：

入山 章栄 氏

キーノート①

基調講演
13:10-13:40

re-Designare 代表、日本CFO協会/日本CHRO協会 シニアエグゼクティブ：

日置 圭介 氏

経済産業省 製造産業局総務課 政策企画委員：片山 弘士 氏

キーノート②

CX研究会報告
13:40-14:10

NEC, Corporate SVP, FP&A部門マネージングディレクター：青山 朝子 氏

SAPジャパン株式会社 代表取締役常務執行役員CFO：大倉 裕史 氏

資生堂 執行役 エグゼクティブオフィサー チーフファイナンシャルオフィサ

ー：横田 貴之 氏

パネルセッション①

ファイナンス
14:20-15:00

カゴメ株式会社 常務執行役員、カゴメアクシス株式会社 代表取締役社長：

有沢 正人 氏

三井化学株式会社 グローバル人材部長：小野 真吾 氏

アサヒグループホールディングス 取締役EVP兼 Group CPO：谷村 圭造 氏

パネルセッション②

HR
15:05-15:45

荏原製作所 執行役 CIO（情報通信担当）：小和瀬 浩之 氏

A.T. カーニー アジアパシフィック 代表 兼 日本代表 マネージングディレクタ

ージャパン／シニアパートナー：関 灘茂 氏

パナソニック ホールディングス執行役員 グループCIO、サイバーセキュリテ

ィ担当、パナソニック インフォメーションシステムズ 社長：玉置 肇 氏

パネルセッション③

デジタル
16:00-16:40

シュナイダーエレクトリック 日本統括代表：白幡 晶彦 氏

東京都立大学大学院 経営学研究科 特任教授：橋本 勝則 氏

村田製作所 取締役常務執行役員 コーポレート本部長：南出 雅範 氏

パネルセッション④

総合討議
16:45-17:25

re-Designare 代表、日本CFO協会/日本CHRO協会 シニアエグゼクティブ：

日置 圭介 氏
閉会挨拶17:25-17:30



３．CXシンポジウム開催概要
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【特設サイト】
（https://cx-symposium.go.jp/）



３．CXシンポジウム開催概要

【イベントレポート（Forbes JAPAN Web）】
（https://forbesjapan.com/articles/detail/72008）
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３．CXシンポジウム開催概要

【告知記事（Forbes JAPAN Web）】
（https://forbesjapan.com/articles/detail/70881）
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３．CXシンポジウム開催概要

【集客施策】
Forbes JAPAN 会員へのメールマガジン配信（1回/約200,000通） 合計3回
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３．CXシンポジウム開催概要

【集客施策】
Meta（Facebook / Instagram）

Forbes JAPAN 公式アカウントでのバナー広告配信／クリエイティブ4種類

Forbes JAPAN Web バナー広告配信／クリエイティブ1種類
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